
12月

19日
「
自
治
労
連
本

部
第

34回
組
織
集
会
」
に
全

地
方
組
織
・
県
事
務
所
か
ら

２
８
４
人
、
愛
媛
か
ら
は
８

単
組

11人
が
参
加
。
集
会
の

冒
頭
に
本
部
の
石
川
書
記
長

か
ら
「
住
民
を
守
る
人
を
守

る
と
い
う
労
働
組
合
の
姿
勢

を
新
採
職
員
や
非
正
規
、
未

加
入
者
に
示
し
、
そ
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
新
た
な
仲
間
を
迎

え
る
た
め
の
知
恵
を
振
り
絞
っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
報
告
で
は
『
伊
予
市

職
労
の
新
採
説
明
会
へ
の
と

り
く
み
（
写
真
）
』
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
配
信
さ
れ
、

木
曽
副
委
員
長
か
ら
「
数
年

前
ま
で
は
組
合
説
明
会
を
し

つ
つ
も
加
入
者
が
伸
び
悩
ん

で
い
た
。
２
年
前
の
組
織
集

会
参
加
で
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

単
組
執
行
部
で
も
説
明
会
の

開
催
方
法
を
根
本
的
に
見
直

し
実
践
し
た
」
と
話
し
、
新

採
全
員
加
入
に
結
び
付
い
た

経
緯
を
説
明
。
同
席
し
た
新

採
加
入
者
か
ら
も
「
組
合
説

明
会
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
点

に
興
味
を
魅
か
れ
、
加
入
を

決
意
し
た
」
と
新
採
職
員
の

視
点
で
の
加
入
経
緯
も
語
ら

れ
ま
し
た
。

県
本
部
は
２
月

12日
「
中

央
委
員
会
」
に
あ
わ
せ
「
組

織
集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
自
治
労
連
本
部
組

織
集
会
で
の
「
ま
も
ろ
う
住

民
と
仲
間
の
い
の
ち
、
く
ら

し
！
公
務
公
共
の
拡
充
を
は

じ
め
と
し
た
要
求
実
現
の
た

め
、
と
も
に
闘
う
仲
間
を
増

や
し
て
必
ず
『
増
勢
』
に
」

の
提
起
を
受
け
、
具
体
化
を

進
め
る
た
め
の
交
流
と
討
議

を
行
い
ま
す
。

①
「
会
計
年
度
任
用
職
員
組

織
化
に
向
け
て
」
山
口
自
治

労
連
②
「
新
採
職
員
組
合

加
入
に
向
け
て
」
伊
予
市
職

労
③
「
具
体
的
な
行
動
提

起
」
県
本
部

県
本
部
女
性
部
は

12月

12

日
、
第

55回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
９
単
組

17人
が
参
加
。

太
田
部
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
Ｄ
Ｖ
や
女
性
の

自
殺
も
深
刻
、
弱
い
立
場
の

人
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
女
性
は
つ
な
が
っ

て
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
単
組
の

活
動
報
告
で
は
「
年
代
別
懇

談
会
実
施
、
子
育
て
・
介
護

の
悩
み
が
多
か
っ
た
」
「
女

性
の
要
求
を
位
置
付
け
、
特

に
来
年
は
不
妊
治
療
休
暇
新

設
や
『
産
後
パ
パ
育
休
』
な

ど
両
立
支
援
制
度
の
拡
充
に

と
り
く
む
」
な
ど
報
告
。
部

会
か
ら
は
【
保
育
部
会
】
デ

ジ
タ
ル
化
で
の
負
担
の
増
減
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
な
ど

保
育
の
質
へ
の
影
響
を
試
行

錯
誤
。
【
保
健
師
部
会
】
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
応
で
休
み

も
取
れ
な
い
過
密
過
重
労
働

が
あ
る
。
な
ど
の
実
態
を
報

告
。
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
次
年

度
か
ら
女
性
部
は
「
女
性
学

習
交
流
会
」
を
定
期
開
催
し

情
報
交
換
・
情
勢
学
習
を
す

る
な
ど
運
営
方
法
を
変
更
。

誰
も
が
参
加
し
や
す
く
得
る

も
の
の
多
い
学
び
と
交
流
の

場
と
し
、
会
で
出
た
声
や
要

求
は
各
執
行
委
員
会
な
ど
組

合
活
動
に
反
映
さ
せ
る
、
な

ど
の
「
申
し
合
わ
せ
」
を
確

認
。
女
性
部
は
今
大
会
か
ら

発
展
的
に
活
動
内
容
を
見
直

し
ま
す
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は

12

月

27

日
、
県
教
育
委
員
会

「
学
校
給
食
担
当
課
要
請
」

を
実
施
。
３
単
組
６
人
が
参

加
。
県
教
委
は
、
保
健
体
育

課
係
長
と
指
導
主
事
（
栄
養

教
諭
）
の
２
人
が
対
応
。

「
教
育
の
一
環
と
し
て
安
全

で
豊
か
な
学
校
給
食
を
求
め

る
要
請
書
」
を
提
出
し
、
調

理
場
の
現
場
実
状
を
伝
え
、

改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

【
西
条
】
給
食
の
大
規
模
セ

ン
タ
ー
２
カ
所
の
新
設
が
決

定
さ
れ
、
現
在
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
視
野
に
入
れ
た
事
業
方
式

の
検
討
中
。
調
理
場
は
正
規

調
理
員
１
名
体
制
で
来
年
度

か
ら
は
正
規
調
理
員
不
在
校

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
で
状
況
調
査
と

助
言
を
。
【
松
山
】
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
各

学
校
で
の
配
膳
作
業
を
ク
ラ

ス
担
任
が
行
っ
て
お
り
、
配

膳
時
間
が
以
前
よ
り
長
く
な

り
、
各
学
校
の
配
缶
時
間
を

約

30分
前
倒
し
す
る
よ
う
指

示
が
出
て
い
る
。
こ
の
た
め

始
業
時
間
前
に
作
業
を
開
始

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ら

の
実
態
調
査
と
必
要
な
場
合

に
は
指
示
を
行
う
よ
う
助
言

を
、
と
求
め
ま
し
た
。
最
後

に
県
本
部
か
ら
「
学
校
給
食

は
単
な
る
昼
食
で
は
な
く
大

き
な
使
命
、
①
安
心
安
全
、

②
食
育
、
③
地
産
地
消
が
あ

る
。
『
地
産
地
消
』
は
大
規

模
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
困

難
。
県
下
の
学
校
給
食
の
水

準
向
上
へ
県
教
委
の
役
割
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請

し
ま
し
た
。

（１） 第５４０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 １月２０日

第 ５４０ 号

日 程

【１月】

21 自治労連中央委員会

（web）

22 自治労連青年部全国委員

会（web）

23 自治労連女性部全国代表

者会議・春闘交流集会

（web併用）

25 県本部「春闘統一要求書」

提出（26・31）

26 公務労組連絡会臨時総会

29 愛媛労連中央委員会

（共済会館）

自治労連現業評拡大都道

府県代表者会議（web）

県医労連中央委員会

【２月】

１ 自治労連「批准投票」

（～14）

５ 自治体非正規・公共関係

労働者全国交流集会（web）

11 自治労連共済学校（web）

12 県本部2022中央委員会・

県本部組織集会（松山）

18 自治労連書記労働学校

（web）

県本部は１月に、春闘・年度末県本部『統一要求書』を全県単組で提出し、要請を実施します。（以下、要求項目抜粋）

１．賃金底上げ、初任給改善、期末手当不利益不遡及、昇給昇格改善

全ての労働者の生活改善、月例給改善による賃金底上げ

人材確保の困難要因となっている初任給の計画的な引き上げ

月例給及び期末・勤勉手当の改正は不利益不遡及を原則とすること。特に期末手当改定の見送りを判断した市町については

年度をまたぐ遡及調整とならないよう適切に対応すること

保育士・看護職員・介護職員対象の賃金改善は、会計年度任用職員を含む全ての労働者を対象とし、その具体化は基本給の

引き上げによる改善とすること

２．労働時間管理、長時間労働、人員確保

労働時間管理はＩＣカード・ＰＣログなど客観的な記録での管理を原則とすること

労働時間の整合性の実態調査を定期的に実施し『未払い残業』の確実な根絶を

『労働時間ガイドライン』の『黙示の指示』にも留意すること

３．子育て・疾病治療などの両立支援、感染対策、ハラスメント対策

『子の看護休暇』の対象を中学校就学前までを原則とすること

『男性の育休』取得率の目標を設定し取得を促すこと

『時差出勤制度』『病気休暇の時間単位取得制度』などの整備

ハラスメント対応の強化へ安全衛生委員会で議論をすすめること

４．会計年度任用職員制度

人勧による期末手当の引き下げ（21人勧△0.15月）反映による年収減少に対し『再度任用時の経験加算の上積』『期末手当

の減少月数の緩和』『給与上限額の見直し』などを行うこと



西
条
市
職
労
は

12月
８
日
、

単
組
青
年
部
と
合
同
で
、
賃

金
学
習
会
と
新
採
歓
迎
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
感
染

リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
一
度
は

学
習
会
の
み
で
歓
迎
会
は
あ

き
ら
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
コ
ロ
ナ
の
急
速
な
収
束
も

あ
り
、
急
き
ょ
歓
迎
会
も
実

施
し
ま
し
た
。
賃
金
学
習
会

に
は

23人
が
参
加
し
、
高
本

副
委
員
長
が
学
習
資
料
を
練

り
直
し
「
普
通
と
思
っ
て
い

る
こ
と
も
知
識
を
得
る
こ
と

で
問
題
点
が
見
え
て
く
る
」

と
賃
金
や
手
当
な
ど
の
基
本

的
な
こ
と
か
ら
、
組
合
が
要

求
し
て
い
る
内
容
の
説
明
ま

で
含
め
て
パ
ワ
ポ
で
わ
か
り

や
す
く
説
明
。
賃
金
学
習
会

が
で
き
な
か
っ
た
昨
年
度
の

新
採
も
含
め
青
年
部
の
理
解

も
深
ま
り
ま
し
た
。
場
所
を

移
し
て
の
歓
迎
会
は
人
数
を

絞
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
開
催
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は

12月
９

日
、
新
採
歓
迎
会
を
開
催
し

新
採

19人
、
先
輩

32人
の
計

51人
が
参
加
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
関
係
で
今
回

も
食
事
な
し
の
開
催
で
し
た
。

参
加
の
先
輩
か
ら
「
２
年
連

続
で
短
縮
か
つ
会
食
な
し
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
新

採
歓
迎
会
を
開
催
で
き
て
よ

か
っ
た
」
「
内
容
も
短
い
な

が
ら
充
実
し
た
も
の
に
で
き
、

新
採
・
先
輩
と
も
に
大
い
に

楽
し
め
た
の
は
、
青
年
部
の

力
強
さ
、
団
結
力
の
賜
物
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」
の
感
想
、

新
採
か
ら
は
「
ス
ク
リ
ー
ン

で
組
合
の
活
動
内
容
が
分
か

り
や
す
く
知
れ
て
、
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
」

「
ビ
ン
ゴ
で
先
輩
方
の
顔
と

名
前
を
知
れ
て
良
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

今
治
市
職
は

12月

21日
、

市
職
自
治
研
部
の
主
催
で
、

市
役
所
の
仕
事
を
知
り
、
み

ん
な
で
仕
事
の
あ
り
方
な
ど

を
考
え
よ
う
と
「
職
場
自
治

研
」
を
開
催
し
一
般
職
や
保

健
師
、
保
育
士
な
ど
幅
広
い

職
種
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

未
来
づ
く
り
課
デ
ジ
タ
ル
戦

略
室
・
山
本
室
長
を
講
師
に

「
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
っ
て

な
ぁ
～
に
？
ひ
と
に
や
さ
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
。
講
演
の
中
で
、
は

じ
め
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
「
Ｄ
Ｘ
」

な
ど
の
用
語
解
説
が
あ
り
、

今
後
今
治
市
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
「
市
民
が
生
活
す

る
上
で
選
択
肢
が
広
が
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
行

く
こ
と
が
重
要
」
と
説
明
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
治
体
Ｄ

Ｘ
は
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
、

少
し
ホ
ッ
と
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は

12月

10日

『
く
み
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
～
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
部
～
』
を
開
催
。

『
く
み
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
』
は

そ
れ
ぞ
れ
違
う
職
場
で
働
い

て
い
る
組
合
員
同
士
が
交
流

し
、
仕
事
に
役
立
つ
テ
ク
ニ
ッ

ク
か
ら
趣
味
の
活
動
ま
で
ニ
ッ

チ
＆
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
テ
ー
マ

を
対
象
に
、
ゆ
る
～
く
楽
し

く
学
ぶ
場
。
第
１
回
は
入
庁

１
年
目
か
ら
大
先
輩
ま
で

15

人
が
参
加
し
エ
ク
セ
ル
に
つ

い
て
財
政
課
講
師
の
も
と
、

作
業
効
率
化
や
仕
事
に
役
立

つ
便
利
な
関
数
な
ど
、
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
学
び
ま
し
た
。

12月

11日
、
青
年
部
主
催

の
『
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
』
を
開

催
。
青
年
部
Ｏ
Ｂ
や
家
族
も

参
加
し
、
合
計

23人
が
参
加
。

総
当
た
り
戦
で
最
終
戦
ま
で

順
位
が
確
定
し
な
い
ほ
ど
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は

12月

19日
、
幹
事
会
を
行
い
、
８

単
組

10人
が
参
加
。
は
じ
め

に
県
自
治
研
保
育
分
科
会
で

の
「
職
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
・
課
題
」
討
論
内
容
や
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
・
保
育
事

前
会
議
の
参
加
者
か
ら
、
高

知
や
徳
島
で
の
保
育
部
会
の

と
り
く
み
な
ど
報
告
。
そ
の

後
「
保
育
分
野
の
業
務
負
担

軽
減
・
業
務
再
構
築
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
使
い

学
習
し
ま
し
た
。
今
後
の
と

り
く
み
で
は
、
県
子
育
て
支

援
課
懇
談
の
日
程
を
２
月
第

１
週
目
で
調
整
中
で
、
要
請

内
容
は
各
単
組
保
育
部
会
か

ら
も
意
見
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
を
確
認
。
参
加
者
か
ら

電
子
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

正
規
職
員
の
増
員
要
求
、
次

世
代
育
成
、
出
退
勤
の
Ｐ
Ｃ

管
理
開
始
な
ど
の
職
場
状
況

を
交
流
し
ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は

12月

16日
、

単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
し

４
単
組
９
人
が
参
加
。
８
月

開
催
の
総
会
が
ｗ
ｅ
ｂ
開
催

の
た
め
、
久
し
ぶ
り
の
実
開

催
と
な
り
、
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
っ
た
会
議
は
活
発
な
情

報
共
有
の
場
と
な
り
、
報
告

で
は
「
学
習
会
・
歓
迎
会
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
を
開

催
」
「
女
性
組
合
員
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
活
動
を
計
画

中
」
「
病
院
で
の
人
員
不
足

が
深
刻
。
夜
勤
回
数
も
問
題
」

「
介
護
職
の
処
遇
改
善
を
訴

え
た
い
」
「
宇
和
島
と
同
様

に
一
時
金
削
減
が
一
部
緩
和
。

医
療
介
護
の
現
場
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
」
な
ど
組
合
活
動

の
活
性
化
、
課
題
や
活
動
状

況
も
共
有
。
次
回
以
降
も
積

極
的
に
会
議
を
開
催
し
、
顔

の
見
え
る
関
係
で
交
流
を
深

め
、
南
予
が
一
丸
と
な
っ
て

要
求
前
進
へ
と
向
か
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

■
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
く
て
お

財
布
が
厳
し
い
で
す
。
驚
い

た
の
が
灯
油
が
１
０
０
円
を

超
え
た
こ
と
で
す
。
寒
さ
だ

け
は
し
の
ぎ
た
い
の
で
仕
方

な
く
買
い
ま
し
た
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

仲
の
良
い
友
人
と
少
人
数
で

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
開

催
。
童
心
に
帰
っ
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
、
な
か
な
か
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

は
、
大
人
数
で
ワ
イ
ワ
イ
賑

や
か
に
楽
し
め
ま
す
よ
う
に
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
昨
年
も
乙
亥
大
相
撲
、
コ

ロ
ナ
禍
で
規
模
縮
小
し
開
催
。

幕
内
力
士
招
待
や
稚
児
の
土

俵
入
り
、
日
本
唯
一
の
プ
ロ

ア
マ
取
組
も
堪
能
で
き
な
い

悔
し
さ
に
西
予
市
野
村
町
は

唇
を
噛
み
締
め
て
お
り
ま
す

（
た
ぶ
ん
）
。
土
俵
際
で
踏

ん
張
り
、
い
つ
か
万
全
の
体

制
で
花
道
を
飾
れ
る
よ
う
摺

り
足
で
前
に
進
ん
で
行
き
た

い
も
の
で
す
！

（
西
予
・
山
里
）

■
新
し
い
一
眼
カ
メ
ラ
を
購

入
し
て
、
日
々
撮
影
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を

趣
味
に
す
る
と
普
段
何
気
な

く
通
り
過
ぎ
て
た
景
色
な
ど

が
美
し
く
、
面
白
く
見
え
て

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
も
ス

マ
ホ
で
は
な
く
一
眼
カ
メ
ラ

を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
西
条
・
中
島
）

■
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
で
き
な

い
中
、
市
組
合
女
性
部
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
と
西
予
市
の
特

産
品
を
部
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
実
施
。
部
員
に
も
市
の
経

済
に
も
還
元
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
♪

（
西
予
・
木
下
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４０号

２０２２年 １月２０日

■
５
３
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
ト
イ
オ
オ
ズ
モ
ウ
」

（
乙
亥
大
相
撲
）
で
し
た
。

正
解
は

15通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

向
井
裕
子
（
伊

予
）

鈴
木
愛
理
（
新
居
浜
）

木
下
麻
由
（
西

予
）

越
智
紀
幸
（
今
治
一
般
）

兵
頭
龍
紀
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月

27日
【
発

表
】
５
４
２
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①研磨機、研磨盤を英語で

④あやつり人形。くぐつ。○○○○政権

⑦野などに放し飼い。○○○○の犬

⑧国家・社会を構成している人々。中華○○

○○共和国

⑨地下に設けられた、歩行用の道

【タテのカギ】

①長崎県の端島、石川県の見附島の通称

②困難や苦難の多い人生を道に例えて

③アン○○、サイ○○、○○ティハリー

⑤トランプ米元大統領の娘の名

⑥宇和島出身の画家、高畠○○○○

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

顔
写
真
付
き
個
人
情
報
の
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


